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第59回　全国植樹祭

建築家の安藤忠雄氏が手掛けた式典会場

地球環境問題に世界的な関心が集まる中、
秋田県北秋田市にある県立北欧の杜公園にて

「手をつなごう　森と水とわたしたち」をテーマに
第 59 回全国植樹祭が開催されました。
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今
年
で
第
五
九
回
目
と
な
る
「
全
国
植

樹
祭
」
が
秋
田
県
北
秋
田
市
の
県
立
北
欧

の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
県
で

の
全
国
植
樹
祭
は
一
九
六
八
年
に
田
沢
湖

畔
で
開
か
れ
て
以
来
、
四
十
年
ぶ
り
。
前

日
に
は
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
が
発

生
。
同
市
で
も
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た

が
、
会
場
に
は
約
一
万
一
千
人
を
超
す
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

式
典
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
西
木
正

明
氏
（
作
家
）、
内
館
牧
子
氏
（
脚
本
家
・

作
家
）、
明
石
康
氏
（
元
国
連
事
務
次
長
）

と
い
っ
た
秋
田
県
出
身
の
著
名
人
が
登
場
。

白
神
の
ブ
ナ
と
天
然
秋
田
ス
ギ
な
ど
秋
田

県
の
恵
ま
れ
た
自
然
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
世

界
的
に
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
環
境
問

題
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
〝
水
の
精
〟
に
扮
し
た
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
た
ち
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ド
ラ
ム
や

琴
、
尺
八
の
音
色
に
合
わ
せ
て
踊
る
「
秋

田
の
森
～
水
と
の
出
会
い
～
」
を
上
演
し
、

そ
の
後
、
寺
田
典
城
秋
田
県
知
事
か
ら
大

会
テ
ー
マ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
考

案
者
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

四
十
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

秋
田
県
で
の
全
国
植
樹
祭

右上：水の精（バレエダンサー）のパフォーマン
スに来場者は魅了されていました。

右下：作家の西木正明氏、脚本家・作家の内館牧
子氏、元国連事務次長の明石康氏がトーク
を繰り広げました。

左下：建築家の安藤忠雄氏と作家の石川好氏によ
る環境デザイントークも行われました。

今回のシンボルマーク

［森っち］
子ども（妖精）が「水と緑（若木）」を大切に育てる
とともに、その恵みを受けている様子が表現されてい
ます。大会テーマ「手をつなごう　森と水とわたした
ち」の表現にもなっています。「森」と“友だち”の「ち」
を組み合わせて名前をつけました。
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左上：緑の少年団から農林水産大臣、環境副大臣に苗木を贈呈。

左下：皇后陛下はカツラなどをお手播きされました。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、

午
前
十
一
時
に
式
典
は
幕
を
開
け
ま
し

た
。
谷
福
丸
国
土
緑
化
推
進
機
構
副

理
事
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
な
ど
に

続
き
、
天
皇
陛
下
に
お
こ
と
ば
を
賜
り
ま

し
た
。
陛
下
は
ま
ず
、
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
の
被
災
者
へ
お
見
舞
い
の
お
こ
と
ば

を
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
全
国
植
樹
祭
を
契

機
と
し
て
、
更
に
多
く
の
人
々
の
間
に
森

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
気
運
が
高
ま
る

こ
と
を
願
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
緑
化

功
労
者
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
続
い

て
緑
の
少
年
団
の
子
供
た
ち
か
ら
若
林
正

俊
農
林
水
産
大
臣
と
桜
井
郁
三
環
境
副
大

臣
へ
、
苗
木
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お

手
植
え
と
お
手
播
き
で
す
。
天
皇
陛
下
は

ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
秋
田
ス
ギ
を
、
そ
し

て
、
皇
后
陛
下
は
カ
ツ
ラ
、
ミ
ズ
キ
、
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
手
植
え
・
お

手
播
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
樹
種
も

秋
田
県
を
代
表
す
る
も
の
で
、
両
陛
下
が

心
を
込
め
て
お
手
植
え
・
お
手
播
き
に
な

ら
れ
て
い
る
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

式
典
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、
来
年
の

開
催
地
へ
の
リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
。
次
回

の
全
国
植
樹
祭
は
福
井
県
で
行
わ
れ
ま
す
。

秋
田
県
な
ら
で
は
の
樹
種
を

天
皇
皇
后
両
陛
下
が

お
手
植
え
・
お
手
播
き

右上：天皇陛下はおことばを述べられました。

右下： 天皇陛下はブナなどをお手植えされました。
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今
年
の
全
国
植
樹
祭
の
会
場
と
な
っ
た

県
立
北
欧
の
杜
公
園
は
、
二
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
総
面
積
を
持
つ

公
園
で
す
。
豊
か
な
自
然
が
残
る
環
境
は
、

森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
伝
え
る
「
全
国

植
樹
祭
」
開
催
地
と
し
て
、
ま
さ
に
理
想

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ま
す
。
当
日
は

式
典
会
場
の
ほ
か
、「
環
境
テ
ー
マ
ゾ
ー

ン
」「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」「
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
」「
祭
り
体
験
ゾ
ー
ン
」
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
エ
リ
ア
を
取
り
囲
む

伝
統
芸
能
か
ら
名
物
料
理
ま
で

秋
田
の
シ
ン
ボ
ル
が
一
堂
に
集
結

よ
う
に
出
店
さ
れ
た
店
舗
は
、
大
館
曲
げ

わ
っ
ぱ
を
は
じ
め
と
す
る
工
芸
品
を
扱
う

ブ
ー
ス
か
ら
、
稲
庭
う
ど
ん
や
き
り
た
ん

ぽ
と
い
っ
た
名
物
料
理
を
提
供
す
る
飲
食

ブ
ー
ス
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
計

四
〇
店
。
店
舗
か
ら
店
舗
へ
と
、
移
動
し

な
が
ら
楽
し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
」「
イ
ベ

ン
ト
広
場
」
で
の
催
し
も
充
実
。
北
秋
田

市
の
各
地
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る
「
北
秋

田
駒
踊
り
」、
湯
沢
市
に
古
く
か
ら
伝
わ

る「
小
町
娘
」の
ほ
か
、秋
田
市
の「
竿
燈
」、

男
鹿
市
の
「
な
ま
は
げ
郷
神
楽
」
な
ど
秋

田
県
の
伝
統
芸
能
・
文
化
が
次
々
に
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
全
国
植
樹
祭
に
合
わ
せ
、
特
別
に
実

施
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
訪
れ
た
観
客
に

と
っ
て
も
貴
重
な
見
学
機
会
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

年
で
も
あ
り
、
そ
の
テ
ー
マ
は
地
球
環
境

問
題
に
重
き
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
全
国
植
樹
祭
を
通
じ
、
森

林
が
有
す
る
多
面
的
機
能
や
自
然
と
の
共

生
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
緑

化
運
動
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

1：迫力ある「北秋田駒踊り」が堪能できました

2：湯沢市で行われている小松まつりでの「小町娘」も登場

3：会場でパンフレットを配布していたボランティアスタッフの

相馬郁さんと太田寛弥さん

4：クラフトコーナーは子どもたちに大人気でした
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